
ヒトインスリン（遺伝子組換え）製剤（100単位／mL）
劇薬・処方せん医薬品※

※注意－医師等の処方せんにより使用すること

使用前に本書を必ずお読みください。
◆本書は大切に保管し、必要なときに取り出
して再度読めるようにしてください。
◆わからない点は主治医または弊社ノボケア相
談室にお問い合わせください。

◆本剤を他の人に渡したり、他の人と一緒に使わ
ないでください。

本剤はインスリンカートリッジがインスリンペ
ン型注入器にセットされた（プレフィルド）製剤
で、1～50単位まで1単位きざみで設定可能です。

注入ボタンの色はインスリン製剤の種類に
よって違います。

透明な製剤
◆イノレットR注

白く濁った懸濁製剤
◆イノレットN注 ◆イノレット40R注
◆イノレット30R注 ◆イノレット50R注

本剤はJIS T 3226-2に準拠したA型専用注射針を
用いてご使用ください。
［本剤はA型専用注射針との適合性の確認をペンニー
ドルで行っています。］
本剤とA型専用注射針との装着時に液漏れ等の不具
合が認められた場合には、医療従事者の指導に従い、
新しい注射針に取り替える等の処置を行ってください。

ペンニードルボックスには注射針を1本入れてお
くことができます。

・製剤によって注入ボタンの色が違います。

1．主治医に指示された種類のインスリン製剤で
　 あることを確認します。

2．キャップをはずします。

①残量が12単位より少ない
場合は、液を均一に混ぜる
ことができません。残量を
確認してください。
・本剤の単位合わせダイア
ルは残量以上回りません。単位合わせ
ダイアルが12単位まで回ることを確認
してください。
・残量が12単位より少ない場合は、新しい
ものを使用してください。12単位以上あ
る場合は、単位合わせダイアルを「0」
に戻し、次の操作を続けてください。

3．白く濁った懸濁製剤を使う場合

②本剤を図のように往復10回以上振ってく
ださい。
・ガラス球がインスリンカートリッジの
両端まで上下するように混ぜてください。
・図のA－B間を1往復して1回と数えてく
ださい。

③液はしばらくすると再沈殿しますので、
混ぜた後はすぐに次の操作をはじめてく
ださい。

使用中、インスリンカートリッジ内に気泡
のできることがあります。空打ちで気泡を
抜きます。また針先からインスリンが出る
ことの確認は、確実に注射されるかどうか
の確認になる重要な手順です。

必ず空打ちを行い、インスリンが出ることを
確認してください。
・毎回注射する前
・注射針を曲げるなどして新しいものに交換
したとき

◆単位合わせダイアルを回すとき、注入ボタ
ンに触れないでください。注入ボタンが上
がらず、針先からインスリンが出てしまい
ます。
◆残量が必要な単位より少ない場合は、次の
いずれかで対処してください。
①本剤を新しいものに交換し、空打ちし
た後、主治医に指示された単位を注射
する。

②残量分を注射した後、新しいものに交
換し、空打ちした後、不足分を注射する。

◆液を十分に混ぜても、インスリンカート
リッジの内壁に付着物がみられたり液中
に塊や薄片がみられる場合は使用しない
でください。
◆白く濁るまで懸濁を繰り返し行ってください。
液を均一に白くなるまで混ぜなければ、
正確な単位のインスリンが注射できません。

◆注射中、指が単位合わせダイアルを押さえ
ないように握ってください。
◆注射後、針を抜くまでは、注入ボタンを押
した状態を保ってください。注入ボタンを
押している指の力を途中で緩めると、まれ
にインスリンカートリッジ内に血液が混入
することがあります。万一インスリンカー
トリッジ内に血液が混入した場合は、新し
いものに交換してください。

1．主治医に指示された方法で針を刺してください。
2．注入ボタンを完全に止まるまで押し込んで
ください。

・単位合わせダイアルが「0」に戻ります。
その間「カリカリッ」という音がしますが、
この音は設定した単位の注射を確認するた
めのものではありません。

・必ず注入ボタンを押してください。単位合
わせダイアルを回すだけでは、薬液は注入
できません。

3．完全にインスリンを注入するため、注入ボタ
ンを押した状態で、6秒以上針を刺したまま
にしてください。

4．注入ボタンを押したまま、針を抜いてください。

1．単位合わせダイアル
を右に2単位分回し
ます（右図）。
1単位ごとに「カチッ」
という音がします。

2．針先を上に向けて持
ち、インスリンカートリ
ッジの上部を指で軽く
数回はじきます（下図
　  ）。
インスリンカートリッジ内の気泡を上部に集め
ます。

3．針先を上に向けたまま注入ボタンを押し込み
ます（下図　  ）。
針先からインスリンが出て、単位合わせダイ
アルは「0」に戻ります。
インスリンが出ない場合はこの操作を繰り返
してください。

A

B 1．注射針に針ケースをまっすぐつけます（下図　  ）。
2．針ケースごと回します（下図　  ）。
3．まっすぐ引っぱってはずします（下図　  ）。
4．使用済みの注射針は、主治医の指示に従い危
険のないように捨ててください。

5．本剤にキャップをつけます。

A

B
C

使用済みのイノレットは、注射針をはずし、
主治医の指示に従って危険のないように捨て
てください。

1．ゴム栓をアルコール綿で
拭きます（右図）。

2．注射針の保護シールをは
がします。

3．ゴム栓にまっすぐ奥まで
刺します（下図　  ）。

4．止まるまで回します（下図　  ）。
5．針ケースと針キャップをまっすぐ引っぱって
はずします。
・針ケースは注射後使用しますので、廃棄　
しないでください。

B
A

1．単位合わせダイアルが
 「0」になっていること
を確認します。
「0」でない場合は注
入ボタンを完全に押
し込んでください。

2．単位合わせダイアル
を右に回して注射す
る単位に合わせます。
・1単位ごとに「カチッ」という手ごたえが
　します。
・回しすぎたときは逆に回して正しい単位
　に戻してください。

　　
◆落としたり衝撃を与えたりしないでください。
本剤の故障やインスリン漏れの原因となるこ
とがあります。
◆分解・改造しないでください。分解すると使
用できなくなります。

◆インスリンをつめかえて再使用しないでください。
◆本剤や注射針が万一紛失したり故障した場合等
に備えて、それらの予備を必ずお持ちください。

注意

　 　
◆注射単位、注射回数、注射時間、注射する
部位等は、必ず主治医の指示に従ってくだ
さい。指示された注射単位・時間等を勝手
に変更したり治療を中断すると、血糖コン
トロールが乱れるおそれがあります。

◆残量目盛ではおよその単位しかわかりません。
注射する単位をはかる目的で使用しないで
ください。
◆注射針をつけずに、単位を設定して注入ボ
タンを押さないでください。

注意

本剤の単位設定は1～50単位まで1単位きざみ
です。ただし、インスリンカートリッジ内の
残量が50単位より少ない場合は、それ以上単
位合わせダイアルは回りません。

　 　
単位合わせダイアルが止まったら、それ以
上無理に回さないでください。故障の原因
となります。

注意

　 　
◆感染症の伝播等を防止するため、使用済み
の注射針の廃棄方法については主治医の指
示に必ず従ってください。

◆針ケースを斜めからつけると、注射針が針
ケースを突き抜けることがあります。

◆注射後は必ず注射針をはずしてください。
注射針は毎回新しいものを、必ず注射直前
に取り付けてください。（「◆保管とお手
入れ」参照）

注意

ガラス球

ガラス球

均一に白くなるまで
ゆっくり上下に

◆注射針の保護シールが破損している場合は使
用しないでください。他の人が使用した注射針
を使用しないでください。感染症の原因となる
ことがあります。

◆注射針を斜めから刺す
と、後針が曲がり、液が
出なくなることがありま
す。液が出ない状態で
注入ボタンを押すと、
ゴム栓が膨らむなど故障
の原因となることがあり
ます。また、インスリンが正しく注射されないため、
血糖コントロールが乱れるおそれもあります。
◆針を曲げたり傷つけたりしないでください。注
射時の痛みのもとになったり、針が折れて皮下
に残ることがあります。

注意

単位合わせ
ダイアル

2単位

単位合わせ
ダイアル

単位合わせ
ダイアル

（例）
  12単位

注入ボタン

注入ボタン

　 インスリン製剤の確認と懸濁1

　 注射針の取りつけ　 注射針の取りつけ2

　 単位の設定4

　 空打ち3

悪い例

斜めから
刺さない

　 注射5

　 注射が終わったら6
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・インスリンカートリッジにひびが入って
いたり、液が変色している場合、浮遊物が
みられる場合は使用しないでください。
・透明な製剤を使う場合は「　注射針の取
りつけ」からはじめてください。

2

表

誤った操作に起因する事故及び故障につきまし
ては、責任を負いかねますのでご了承ください。

針ケース

針キャップ B

A

R注
黄色

N注
黄緑

30R注
茶色

40R注
紫

50R注
グレー

◆新しいものをはじめて使う場合で、6回空
打ちを行ってもインスリンが出ないときは、
そのイノレットを使用しないでください。
◆インスリンカートリッジ内のごく小さな気
泡は完全に打ち出すことはできませんが、
これは異常ではありません。

後針が曲がり、ゴム栓に刺さっていない場
合、または針穴が詰まっている場合は、空
打ちを繰り返しても液が出ず、注入ボタン
が押しにくくなります。無理に注入ボタン
を押し続けると故障の原因となりますので、
注入ボタンが押しにくい場合は新しい注射
針に交換し、再度空打ちを行ってください。

注意

注入ボタン

単位合わせ
ダイアル

単位目盛

キャップ

ペンニードルボックス

ガラス球
（白く濁った懸濁製剤のみ）

インスリン
カートリッジ

注入ボタンB

A

裏面

使用説明書 3mL（300単位）

裏

残量目盛

インスリン
カートリッジ

ゴム栓

注射針

保護シール
針キャップ

針ケース

後針

A

B

針ケース

C


